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論文内容の要旨

本論文は，希土類元素二炭化物RC2(R ;希土類元素)むよび希土類元素二ホウ素二炭化物RB 2C2

を合成し，主にその磁気的・電気的性質を研究することにより，新しい機能性材料開発のための基礎

的資料を得ることを目的として行ったものであり，緒論とそれに続く 6 章からなっている。

緒論では，本研究の目的と概要を述べている。

第 1 章では，希土類元素二炭化物の超伝導性を，固溶体LaxY l-XC2 について調査し，超伝導性と結

品構造との関連を明らかにしている。

第 2 章では，希土類元素二炭化物の磁性および電気抵抗について考察している。これらの化合物は，

PrC2のみが強磁性的で、あり，他はすべて反強磁性的であることを認め，これらの磁気配列温度および

磁気抵抗は， GdC2 と CeC 2 を例外として， ドウ・ジャンヌ因子で整理できることを見い出している。

また，例外的であった PrC2 と GdC 2の磁性は，その結晶構造のひずみと密接に関係していることを明

らかにしている。固溶体GdxDYl- xC 2の磁化率は 2 つのネール温度を持ち非常に特異な挙動をとるこ

とを認め，この現象はGd-Gd 聞の交換積分がDy-Dy 聞の交換積分の%と仮定すれば合理的に説明で

きることを明らかにしている。

第 3 章では，二炭化セリウムにおける特異な磁性および電気抵抗について検討している。そのネー

ル温度はセリウムー非磁性元素系化合物の中で最高であるが，この現象をアセチリドイオン (ci- )を

介したセリウム間の超交換相互作用を導入して解明している。また，電気抵抗の特異な温度依存性に

ついては， C~ イオンによる結晶場の効果に由来することを提示している。

第 4 章では， 2 価の希土類イオンを含む二炭化物の磁性・電気的性質および相転移について検討し
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ている。二炭化ユウロピウムにわいては，最近接Eu2+・ -Eu2+間相互作用による強磁性を示し，キュー

リー温度付近で磁気的ポーラロン形成による電気抵抗の極大を持つことを明らかにしている。また，

固溶体Euぷ l- xC 2(R ;La または Gd) の磁性を，不純物電子が占める軌道状態に注目して解明している。

第 5 章では，層状化合物である希土類二ホウ素二炭化物の磁気的・電気的性質を調べ， YB 2C2 と Lu

B2C2が超伝導体であることを見い出すとともに，その磁気的相互作用の変化を結晶構造の低次元性の

面から解明している。

第 6 章総括は，本研究で得られた結果および知見をまとめている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，種々の希土類元素炭化物を合成するとともに，その磁気的・電気的性質について多方面

から検討を加え，無機電子材料としての基礎的物性を明らかにしたもので，その主な成果は次のとお

りである。

(1 )希土類元素炭化物の超伝導性を調査し，その転移温度にむよぼす結晶構造変化の影響を明らかに

している口

(2) 希土類元素二炭化物の磁気的・電気的性質と希土類金属に適用されている理論に基づき検討し，

いくつかの二炭化物が例外的挙動を示すことを認め，その原因を明らかにしている。ガドリニウム

イオンを含む二炭化物固溶体は 2 つのネール温度を持つことを見い出し この特異な現象を合理

的に説明する新しいモデルを提出している。

(3) 二炭化セリウムの磁気的・電気的性質が非常に特異であることを認め この原因をアセチリドイ

オンを介したセリウム聞の超交換相互作用および結品場の効果を導入して解明している。

(4) 二炭化ユウロピウムおよびその固溶体は，キューリー温度近傍で電気抵抗の極大を示すが，この

現象を磁気的ポーラロンの考えに基づいて明らかにしている。またそれらの磁性については，不系竜

物電子が占める軌道状態に注目し解明している。

(5) 層状化合物である希土類二ホウ素二炭化物にむいて，いくつかの超伝導体を見い出すとともに，

磁気的相互作用におよぼす結品構造の低次元性の影響を明らかにしている。

以上のように，本論文は希土類元素炭化物の磁気的・電気的性質に関して幾多の新知見を含み，学

術および応用の両面において，無機材料化学の分野に貢献するところが大きし '0

よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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